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盛土の品質管理方法

衝撃加速度測定装置



盛土の品質管理方法

・施工した盛土がきちんとできているか

・これからも壊れたり大きく沈んだりしないか



盛土の品質管理方法

砂置換法による密度管理 ＲＩ法による密度管理

・ＴＳ・ＧＮＳＳによる転圧回数管理



盛土の品質管理方法

砂置換法による密度管理が多い

掘削

砂置換による密度測定

盛土転圧 注砂

・砂置換法による密度試験では、結果の判明まで1日以上の時
間が必要。
・品質管理に時間を要し、工事の進捗に遅れが生じることがあ
る。



衝撃加速度測定装置の紹介

・衝撃加速度測定装置を用いた一般的な測定方法は、室内試
験及び現地で衝撃加速度を測定する。

衝撃加速度測定装置
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衝撃加速度の原理について

・土の強度は密度と相関があるため、地面に衝突した物体の衝撃加速
度を測定することにより、土の密度を推定することが可能。

・北海道開発局においては土工（道路では盛土、路床）の品質管理手
法の一つとして採用されている。
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衝撃加速度測定装置の紹介

室内試験

（室内試験条件）
・モールド径：１５ｃｍ ・ランマ：２．５ｋｇ
・突固め：３層
・１層当たり：１０，２５，４０，５５回
・４種類の供試体で衝撃加速度の測定
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衝撃加速度測定装置の紹介

締固め試験で明確な最大乾燥密度が得られない場合

・別途試験盛土を行う。
・盛土を4,5,6,7,8回転圧しそれぞれ衝撃加速度を測定する。
・衝撃加速度が一定になる値を目標値とする。



衝撃加速度測定装置の紹介

現地試験について

（現地衝撃加速度試験）
・計測を行う地点を平らにならす。
・１カ所当たり１０点測定
・上限、下限の各２点を除外 ・全６点の平均
・室内試験値より上回れば合格



衝撃加速度測定装置の紹介

《施工前》

砂置換と衝撃加速度試験機による品質管理のイメージ

盛土１層目
材料試験
（締固め試験）

材料試験
（締固め試験）
衝撃加速度室内試験

《施工中》

盛土２層目 盛土３層目

現場＋室内
１日以上

現場
数分程度

（砂置換による管理）

（衝撃加速度による管理）
工期の短縮

その場で結果がわかるので、基準に満たない箇所はすぐに手直し
できる。



衝撃加速度測定装置の紹介

砂置換と衝撃加速度試験機による経済性の比較

現場密度試験 18,200円/箇所×10箇所

（砂置換による管理）

（衝撃加速度による管理）

７７％のコストダウン

品質管理の頻度：1回/1,000m3

品質管理の頻度：1回/1,000m3

室内試験 18,470円/箇所

現地衝撃加速度試験 2,335円/箇所×10箇所

試験費用 182,000円（10,000m3）

試験費用 41,820円（10,000m3）

NETIS記載情報より引用



衝撃加速度測定装置の紹介

・固化材改良にも適用

・固化材で改良した材料による盛土の品質管理は、一軸圧縮
強さにより行うが実際に測るのはとても困難。

ボーリング
ブロックサンプリング

成型

一軸圧縮強さ



衝撃加速度測定装置の紹介

・固化材改良にも適用

・室内試験においてあらかじめ求めておいた衝撃加速度と一
軸圧縮強さの関係により現場に必要な衝撃加速度の基準を決
める。

衝撃加速度

一
軸

圧
縮

強
さ

基準衝撃

加速度

目標一軸圧縮強さ



衝撃加速度測定装置の紹介
・新技術情報提供活用システムＮＥＴＩＳに登録

2014年にHK-130011-Aとして登録

2017年にHK-130011-VRとして登録



衝撃加速度測定装置の紹介

・簡単、迅速

・ご興味があれば・・・

寒地土木研究所 寒地地盤チームへお問い合わせを

・品質向上 工事実施計画書に記載
通常砂置換を実施する地点以外の場所も実施

（締固めしにくい箇所（のり肩や構造物周辺）

社内基準
計測結果を満たさなかった場合
締固め すぐに対応可能

多数の測定可
砂置換の場所以外も計測
均一で高品質な盛土


